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キンイロネクイハムシDonacia(s・str.)
ﾉ“anaChujoetGoecke,1956は，京都市
の深泥池を模式産地として記載され，本州お
よび九州北部に分布するが，朝鮮・中国東北
部からも知られている(木元，1984)。本州で
は，青森県から山口県までの極めて広い地域
に分布するが，生息地はかなり局限されてお
り，青森県下と近畿地方を除けば，産地はほ
ぼ日本海側の地域に限られている。北陸地方
では，福井県下の数ケ所から知られているに
すぎなかった（野尻湖昆虫グループ,1985)。
筆者らは，数年来，富山県下各地でトンボ
類の調査のかたわら，ネクイハムシ類の調査
も行っているが，1985年5月，婦負郡婦中町
で，谷戸に形成された湿地に群生するミクリ
属の1種助α7浮zm'urnsp.(ミクリ科）に発生
している本種を発見，多数の個体を採集した
ので報告する。
富山県婦負郡婦中町高塚，49g1332早早，
1985年5月10日および5月IS日，鈴木邦
雄・板倉範枝採集。
本種を発見した場所は，水田が階段状に作
られた小さい谷戸の最奥部で，細流が左右か
ら注ぎこんで泥深い湿地帯を形成し，中央部
図Ia・キンイロネクイハムシの生息地（婦
負郡婦中町高塚),b.ミクリの1種の群落，
c，ミクリの1種の葉上で食害中の成虫,d.
同じく交尾中の雌雄。
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に小さい沼がある(図1a,b)。エゾイトト
ンボAsγわれ〃"ceo〃如沈Selys(イトトン
ボ科）やヨツボシトンボ〃he""敗quadri-
加“"呪itaas"〃〃aiSchmidt(トンボ科）
の発生が認められることから，この沼が洞れ
ることはまずないものと思われる。ミクリ属
の1種の他，スゲ属の1種Cα花xsp.がみら
れ，ミズクサハムシ属の1種P"e"加αγissp
も少数ながら同所に生息していることが確認
できた。しかし，この付近一帯には自然の地
勢を利用して作られた潅概用の溜池や湿地帯
が各所にあり，ミズクサハムシ属の種はかな
り普遍的に生息しているが，本種はその宿主
植物であるミクリ属の植物と共に他の場所か
らは発見していない。小路(1978)によれば
ミクリ属のようないわゆる抽水（挺水）植物
も，かつては県下各地に広く生育していた模
様であるが，近年は激減しており，現在の確
実な生育地はかなり限定されているようであ
る。
本種の生活史に関しては，既に塚本ら
(1960)が京都市深泥地において詳細な研究
を行っている。最近，野尻湖昆虫グループ
(1985)は，日本産ネクイハムシ類の分類・
形態・地理的分布・生態などについて，本種
を含めた既知種のすべてについて既知見を総
括的に整理した報告書を公表している。
ネクイハムシ類は，幼虫が水生植物の根部
を食害し，成虫も水生植物の花部に好んで集
まるため，第三紀褐炭～亜炭層（たとえば，
岩手県岩谷堂近辺;Uedaetal.,1960)や第
四紀泥炭層（たとえば野尻湖：野尻湖昆虫グ
ループ,1985)などからしばしば化石として
発見される。富山県下からは，キヌツヤミズ
クサハムシP敗彪況加αris(Eup〃彫"加αris)
sericea(Linnaeus,1768)[田中(1971),m
山県昆虫研究会(1976,1979),鈴木(1981)
など］が各地から報告されている他，ホソネ
クイハムシDonacia(s.str.)〃"増αns
Zschach,1788[田中(1971)1が記録されて
いる。しかし，ネクイハムシ類は，同定の困
難な近縁種が多いので，以上はいずれも複数
の種を混同している可能性がある。キヌツヤ
ミズクサハムシは，筆者らも県下各地で生息
を確認しており，東砺波郡城端町縄ケ池で死
体を拾ったとの情報（長田，私信）も得てい
る。また，富永・桂・野尻湖昆虫グループ
(1984)は，最近，中新川郡上市町つぶら池
を模式産地としてトヤマオオミズクサハムシ
P伽陀況沈αγisconstricticollistoya班ensis
TominagaetKatsura,1984を記載した。
富山県に隣接し，ネクイハムシ類の生息地に
関してかなり共通の立地条件を備えていると
考えられる長野・新潟両県下からは，これま
でに計10種が記録されている（野尻湖研究グ
ループ,1985)。筆者らのこれまでの野外調査
の結果によれば，富山県下にはネクイハムシ
類の宿主となる水生植物の生育する湿地・池
沼・河川（特に河口域）などがまだ各所に散
在しているので，なお数種が新たに発見され
る可能性がある。筆者らの手許にも相当数の
標本が集まっているが，キンイロネクイハム
シは上記以外の場所からは発見されていな峰
近年の急速な自然環境の人為的破壊によって、
特に平地～低山地帯のネクイハムシ類の生息
地が次々と失われつつあることは実に憂慮に
たえない。富山県下のネクイハムシ類につい
ては，自然環境の保全度を知る上からも，今
後もなお調査を続け，改めて報告することと
したい。
食草についてご教示いただいた富山大学理
学部の鳴橋直弘助教授，文献その他でご協力
いただいた福井市郷土自然科学博物館の長田
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の意を表する。
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